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いきません.だが唯こういう昔の本がなかったらそこに書かれていることを心
に留めて置く謂わば鍵はないということになるのです.ですから私共はこうい
う本に書いてあることを信じ崇めることが肝要なのでこの以外に事の是非を正
す術はないのです.
29-39.この点について私はどうかというと頭の方はまことにお粗末なので
すが本には大いに敬意を表しまた本を読むことを大いに歓びともし耗みともし
ているのです.全身全霊を傾けて本を崇めているからどんな愉しみも私の心を
逸すことが出来る愉しみは本を措いて他にはない程です.とは申すものの祝日
と五月には滅多にそういうことはありません.本当のところ五月という月が来
ていろんな烏の噂き声が聞こえいろんな花が咲き初める頃になると本ともおさ
らばするのです.この季節は本に打ち込むことともお別れです.
40-96・この時分になると牧場情き)
では皆さんが雛菊と呼んでいる白と花弁
に嘆く花の中でもわけてイギリスの村
(鷲)の先が赤い花をいたく愛でたい
気持になるのです.今申した通り五月が来ると私はこの花を大変愛で可愛がる
あまり一日として床の中でお目様を迎えることはありませL.一日として朝早
く床を離れていないことはありません.この花が朝日と一緒に起きお目様を背
に受けて花弁を開く有様を見るために牧場を歩いているのです.見る者に悦び
を与えるこの花の姿は私の心の憾みをすっかり和らげるのでこの花の前へ出る
と私は悦びのあまり有りったけの敬意を払うのです.それもその筈凡ての花の
中の花とも申すべきこのお方はまた凡ての人徳と誉れとに溢れいつ見てもお椅
麓でお顔の色が瑞々しいから私は雛菊が好きなのです.いつも雛菊に接する度
に改めてこの花を愛で今後も私の心が滑れるまで愛しつづけることでありまし
ょう.神明に誓うとまではいかなくっても雛菊を愛でるということでは他の誰
にも決して負けたりしたことはありません.一日が終る夕方になってお目様が
西へ向かうとすぐに私はこの花が夜の暗さを怖がるあまり花弁を閉じて床につ
く有様を見にそそくさと駈け出すのです.まこと雛菊はこんなに暗闇を嫌って
いるのです・見ればその花の政情帥ま日の輝きを受けてくっきりと四方(よも)
に照り映えている.それもその筈この花は開いたままでいたいのです.哀し
いことに私はこの椅麗な花を詩であれ散文であれ申し分なく伝えるに足りる言
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葉を英語の中に持ち合わしていないのです.とは申せ豊かな学識と才能とに恵
まれておいでの諸兄,大兄方は御自分の気持を存分に歌になさることを卸存知
の方々ぼかしでいらっしゃる.で今はたとい大兄方が恋の遊びで花の方,葉っ
ぱの方と敵味方に分かれていても賢明でいらっしゃる筈だから願わくはこの雛
菊を褒め称える仕事を進めるに当ってすこしでも非才な私めにお力をお倍し下
さいますように.と申すのも大兄方は歌という謂わば田圃から稔りを刈りとっ
くに収獲を貯えていることは充分存じ上げています.ですから拙い私は後れ馳
せながら大兄方の後を追ってあちこちで落穂を拾うぐらいがいいとこです.そ
してもしも大兄方が刈り残した素晴らしい言葉という穂を見付け出すことが出
来るならこれに優る喜びはありません.こういう訳ですのでたとい私が思わず
知らず大兄方の素敵な歌を繰り返すようなことがあったとしてもどうかこの拙
い私めを御容赦の上御不興を起さぬようお願いします.それも御承知の通り偏
に愛を崇めるからに外なりません.それに,まるで馬鹿で無能ならともかくそ
うでもありますまいし,私がお仕えするこの雛菊に臣下の礼を至すからに外な
らないからでもあります.このお方は暗い世の中で私を導き案内(崇な)して
呉れる紛う方なき明り,まこと燈火(tL紬こ外なりません.私の憾める胸に宿
っている愛の心はこのお方をいたく慣れ,はたまたお慕い申し上げるのあまり
このお方こそ私を啓発して下さる師と申し上げたい.それに引換え拙い私の方
は決してそんなのではないのです.ですから私の言葉も私の歌もこのお方にし
っかりと握られているのです.丁度竪琴が操る手に素直に従って指が動くまま
にその手が琴に楽の音を奏でさせるのと同しように,このお方は私の心から思
いのまま自由自在に妙なる楽の音を引出しては喜ばせたりはたまた悲しませた
りなさることが出来るのです.私にはこのお方はまことこの世の女神とも申し
上げるべきお方なのでこのお方を称える歌,私の心の憾み,苦しみの凡て,こ
れら執れの点においても私はこのお方にお槌りしたいのです.こういう意味で
このお方は私の心を導くお方,生殺与奪の権を持つお方に外ならないのです.
97-170.ところで私としたことがどうして昔の古い話を頼みとしたり崇めた
りしなければならないこととか,実際にはっきり眼で見ることが出来るかさも
なければ証(空か)を立てることが出来るかする,それ以上のことを信じなけれ
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ばならないこととか口にしたのか?こういう問題については執れ折りを見て
話すことにし唯今この場で本とか信仰のことを歌にすることは致しませんと
いうのも私の飽きることを知らぬ心はいつも見る度に大変若々しく色艶がいい
この雛菊を切に見たい渇きを覚えるからなのです.そういう私の心は五月の最
初の朝,日がまだ昇らない裡からいそいそと私を床から離してしまうような情
熱をいつになっても感じさせずには措かない強い欲求に,雛菊を燈れ供しむ気
持と喜んでお仕えしたい気特も手伝って光り輝くお目様の方を向き雛菊の花が
開く時刻に夜の障りから覚めてこの花が生れ変る場所にいるようにさせないで
は措かないのです.この日は丁度お目様はユピテルがアゲノルの娘エウロペを
担いで連れていったという雄牛座の真申で苦蕨みたいに真赤に燃えて昇石ので
す.私は早速脆いて雛菊に挨拶をしました.じっと脆いている裡とうとうこの
花は僅かぼかしの柔らかく芳しい草の上に開いたのです.この葦は大変椅雇で
いい匂いを辺りいっぱい振り撒く雛菊の花ですっかり飾られました.雛菊の美
しさ,芳しさはどんな木も護謀も薬草も較べものにならない.それ程この花は
匂い,美しさの点で他のどんな匂い他のどんな椅麗な花より絶対に光っている
のです.今迄冬のため地面は裸にされ寒さという鋤(盲そ)でもっていたく傷付
けられ生きた心地もないようになっていたのですが,こうして今や地上はこの
惨めな冬の姿をすっかり忘れてしまうことになったのです.柔らかい日射しの
お蔭で丸裸にされて凍えていたものも衣更えをして新しくなり廻ったのです.
こういう陽気になったのを喜ぶあまり茸を逃れた小鳥連は冬の問自分達の肝を
潰し雛鳥を荒らしていた狩人のことをおひゃらかしてぴいぴいと咽るのでし
た.また貴慾で貫を仕掛け自分達をペてんにかけていた卑しい百姓共も定んで
ぴいぴいと咽るのでありました.小鳥達の歌というのはこうでした. 「私達は
もう狩人と茸は御免だ」またある烏は浪々たる声で連合いを敬い称えて聞くも
愉しい愛の歌を歌うのでした.柔らかい花が咲き乱れている木の枝で新たに訪
れた夏を祝福して調子よく歌うのでした. 「ヴァレンティヌス聖者に幸いがあ
りますように.今日という日にそこもとを連合いに択んだ.梅はない」これに
続いて小鳥達は境を交え愛を敬い命じられるままに愛と本能を叶える上になく
てほならぬ今一つの行事を行うのでした.これはどういうことなのかお好きな
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ようにお取り下すってちっとも構いません.四十雀みたいに女性(l′三㌢)に対
し遣ったことがないことを遣ってみたくって自分が択んだ相手に不作法をした
連中は過ちを許して呉れるよう前非を悔いて恭々しく歌い雛菊に忠誠を誓うの
でした.こうして相手が許してやろうという気持になるとお仕舞には旨くいく
ようになるのでした.暫くにもせよ小鳥達は相手の余所余所しさが凡て,T=律し
ているのを認めはしますが慨憐の情が優しいけれど強い力で不作法をした自分
達を許して無垢の心とちゃんとした作法でもって慈悲の心を理の上に据えたと
いうことに気付くのでした.だからといって私はこの慨憐の情が無垢てあるこ
とを馬達呼ばわりしたり間違ったりしていると申す心算は更々ありませえ.こ
ういう遺方のことを指してのことですが美徳は何といっても仲介の労をとって
呉れる有難いものです.このことはアリストテレスも『倫理学』のキて申し
ている通りです.こうしてこの小鳥達は悪意を持たずお互を慈しみ憎しみを捨
てて悪徳に組することなくみんなが声を揃えてこう歌うことになるのてした.
「ようこそ.夏に我等を治め,:お方,御主君」
171-196.花咲く牧場の神々として心地好い微風の神と花の女神がそっと優
しく雛菊に芳しい息吹きを吹き掛けると花が咲き乱れることになるのてした.
私は怖しい五月を来る日も来る日も毎日寝食を忘れて居ることが出来そ思いが
しました.私はいと静かに可美う)を垂れ肘をついて鉢を横にし本当に雛菊を
見詰めることの外,何をする訳でもなく日がな一日ここにじっと居ようと心に
決めたのです.それもその筈まこと宣なるかなこの花は「お目様の目」とか
「凡ての花の中の花」とか「茂のお后様」とか言われるに足りる花だったので
す.願わくは雛菊とこの花を只管愛でる者に栄あらんことを.とは言え私が恋
の遊びで花を称えるあまり葉を腔しているとは更々思って戴きたくはないので
す.それは丁度麦の出来映えがいいからといってその殻を乾すことにはならな
いのと同し理窟です.人はいざ知らず私は花と葉のどちらが余計に好きだとか
嫌いだとか申しているのではありませk.その熟れの側にも私は組してはいな
いのです.私はどなたが花の方へ仕えどなたが葉に仕えているのか全然存じま
せん.どちらであろうと大兄方は喜んで愛に仕え愉しんでお仕事をしていらっ
しゃる.私の話というのは花と葉に分かれて恋の遊びをするずっと前の古い話
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から採ったものですので取り出す箱が全然違っているのです.
197-225.お目様が南の空から西へ傾き雛菊が憧れる夜になるとこの花は暗
さのために花弁を閉じて睡りにつくのです.そうなると私も休んで明日の朝早
く起き前にも申した通りこの花がまたまた開くのを見んものと大急ぎで内へ帰
るのでした.内にはちょっとした四阿があるのですがそこには暫く前椅雇に手
を入れた芝生に彫物をした椅子を置いています.この四阿に私は僕に命じて寝
椅子を用意させ今年も夏がまたまたやって来たことを悦んで花を撒かせるので
した.この花を撒いた寝椅子の上に鉢を横にして一時間か二時間すると私は睦
ってしまうのでした.するとここでも私はあの雛菊の牧場に横になっていて敬
愛して己まぬこの花を見るのでした.と,向こうの方からこの牧場を愛の神
が后を携えてお出でになるのに逢いました.この時后はやんごとないお方が纏
う緑の椅麗な衣を着て髪にはぴったりと金の髪飾りを付けその上に大変小さい
花が付いている白い冠を戴いていました.本当のところその白い冠の花ときた
らまるで雛菊が小さい白い葉っぱで飾られているみたいに椅雇でした.それも
その筈后が戴いている白い花の冠は大変上等の椅麗な真珠で出来ていたのでし
た.で,后が緑の衣に身を纏い首に白い冠を載っけているとまるで緑の牧場に
咲いた雛菊かと見紛うぼかしでした.また金の髪飾りも雛菊を見ている思いを
させるのでした.
226-248.堂々たる愛の神の方は縁に緑の枝を縫い取り赤い著葱の花飾りを
付けた絹の衣に身を纏っていました.この神のお姿はこの世が始まってこの方
ぉ目にかかったこともないぐらい椅麗だったのです.金色(E告')の髪は重いと
いけないので黄金(完が)の代りにお目様の冠を戴いていました・それかあらぬ
か神のお顔は光り輝いてあまりの弦しさに私は神のお姿をはっきりとは見るこ
とが出来ませんでした.でも燃え盛る石炭みたいに赤くって先が鋭い矢を二本
持って翼を天使みたいに広げていらっしゃるのが見えたように恩いました.そ
れに愛の神は普通眼が不自由でいらっしゃるように言われているのですカニ私の
感じでは眼はお見えになると思いました.神が私をきっと見据えたからてその
時の神の眼差しが今尚私の肝胆を寒からしめているぐらいです.愛の神は矢を
持たない方の手に気高い后を携えていました.この后は白い冠を戴き緑の衣を
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付けていらっして大変おしとやかで情深くおとなしいお方とお見受けしたので
した.このお方の美しさは大変なものでしたのでお椅麗に生れ付いた女性の中
でこの后の半分も椅麗なお方はどこを捜しても絶対見付けることは叶わぬ程だ
ったのです.こういう訳で私はこのやんごとなきお方を称えて斯様な歌を歌っ
てもちっとも差し支えないように思うのです.
バラッド
249-255.アブサロム,隠し給え黄金なす髪を人目から.捨て給え素直な誉
れをェステルも.ヨナタンは止し拾え婿に笑顔を.ペネロペにローマ
のマルキア窮り給うな貞女の鏡と.隠し給え人目から花の顔,イゾル
デもトロイアのへレネを.親方の美も徳も曇らせ拾わん吾がお仕えす
る方の来給えば.
256-262.ラヴィニア,隠し拾え白き肌を人目から.さまで愛を慈しみしル
クレティアにポリユクセネ,また燃ゆる火もて愛を守りしクレオパト
ラ,かくまで愛に傷つきしティスベ,隠し給え諸々の誠の愛と誉れ
を.親方の美も徳も曇らせ給わん吾がお仕えする方の来給えば.
263-269. -ロ,デイド,恐れに見罷りしラオダメイア,デモフォンゆえに
首を吊りしフユリスに曇りし顔にてそれと知られしカナセ,はたまた
イアソンに裏切られたるヒュプシピュレ,騎り給うな言い給うな諸々
の愛の誠を.ヒュベルメストラ,アリアドネのお二人も.親方の美も
徳も曇らせ給わん吾がお仕えする方の来給えば.
270-281.先程も申しました通りこの歌は私がお仕えするやんごとなきお方
のために歌ってちっとも差し支えないそういう気持がします.正直申してこの
歌の中に出てくる貞女はどういう点からいっても私がお仕えするお方とは到底
比べ物にはならないためです.それもその筈このお方がこっちへお出でになる
お姿は辺りを圧していてまるでお目様が空を通る時には燃え盛る火も恥ずかし
くって顔色なしということになるのと同Lです.それ程このお方はお椅雇でお
しとやかで立派でいらっしゃるのです.どうか神様お原いですからこのお方が
いつまでも椅麗でいらっしゃいますように.このお方のお姿を拝して大変慶ば
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しい気持になったのですがそういうことにならなかったとしたらこの後話すと
お分かりになります通り私は愛の神のきついお叱りとお顔の色がただただ怖く
って本当にどうなっていたか知れたものではありません.
282-290.愛の神の後からは椅雇に装った十九人の女御達が一塊りになって
緑の草の上をいと軽やかな足取りでこっちへ来るお姿を見ました.この女御方
のもうーっ後からは数え切れないぐらい沢山の女御,お女中方がやって来るの
も見えました.その多いことときたら神がアダムを土からお造りになってこの
方ここにおいでのお女中方の三分の一いや四分の-程もこの世にいたとはどう
しても思えないぐらいでした.しかも挙って愛に仕えて吾が身を致した女御ぼ
かしだったのです.
291-307.今はこの女御方の眺めがどんなに素晴らしいものであったかどう
かはさておきこんなに大勢が進み出て雛菊と申し上げている花を見付けると忽
ち一斉に足を止めて脆き,本当にこの時そうだったのですが,声を揃えてこう
歌ったことでした. 「女の真心と姿形がお椅麗なので前々から花に誓えて称え
まつる褒め言葉を一身に背負っていらっしゃる雛菊に幸いと名与がありますよ
うに.このお方の白い花の冠がその証です」こう挨拶をすると一同輪になっ
ていともしとやかに腰を下しました.即ち先ず愛の神が,それから白い冠を戴
いて緑の衣を着けた后,次いで後(あと)の女御達が次々に身分が高い方から極
めてしとやかに腰を下したのでした.
308-430.私は善意に溢れてこの花の側に脆き女御方が何をなさろうとする
のか知りたい気持で石みたいにじっとしていました.すると到頭愛の神力私に
目を呉れて「そこに脆いておるのk.誰じゃ?」と仰有った.そのお声が耳に這入
るとすかさずお尋ねにお答えして「私めに御座りまする」と言うなり私はずい
ずいとお側へいき神に御挨拶をしました.すると神は「其方(そち)は予の花に
図々しくもさまで近づき何をしておるのじゃ?まこと雛菊には其方如きより
姐虫の方がまだ増しじゃ.其方なぞに近寄って貰いとうはないぞ」と仰有った
のでした.これに対して私は「愛の神様,恐れながらそれはちと」と申し上げ
ると神は仰有った. 「其方とこの花とではまるで不似合いというものじゃ.こ
の花は皆の者に崇められ見る者を愉しまして呉るる予の大事な宝であるぞ.そ
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れに其方は予に仇なす奴じゃ.予の僕に噛み付き前々から予に仕えおった者共
のことを悪し様に言うたり,予に背く如き本を英語に直し『愛』に励む僕を毒
すのみかは剰え愛に仕うることは愚かしきことなぞ思いおる.左様なことは存
じませぬなぞ言わせまいぞ.其方が書いたものを見れば殊更申す迄もないこと
じゃが予の錠に背く『蕎蕨物語』を英語に直しおった.その挙句は賢き者共を
予から遠ざくるよう仕向けおる.また『クレシダ』のことじゃが其方は好き勝
手なことを申したによって鋼の如く愛に励む男共に女子(きな)もさして悼むに
足らぬかかる気を起さしおるぞ.確と申しおくがそれ相応の返答をせい.其方
同様他の愚者共が度々予の錠を蔑ろにして参ったのじゃが,仮令其方がかかる
ことを仕出かしておき尚且つ生きらるるとしても母君ヴィーナス聖者にかけて
きっと其方は予を蔑ろにしたことを隠そうとして隠しおおせるものではない
ぞ.悔むは必定」この時緑の衣を身に纏った后がこう仰有って下すったのです.
「神様はこの者を随分と卸折艦あったが恐れながらと何ぞ申し開きがあるなら
申すも烏清がましいことじゃが耳を借してやるが道理で御座りましょう.神と
いうものはそのようにお怒りにならぬものぞえ.さにあらず神であらせらるる
なら理を立ててしかも近づき易う慈しみ深くなさりましょう.それとて殿が善
悪万事お見通しある神でなければこれよりお話しする如きこともあるというも
の.この者は誤って殿の御勘気に触れておるやも知れませぬ.それなら何を申
しましょうお許しなされて然るべきかと存じまする.それも殿の御殿には謡う
輩や何やかやあることなきことを申しては人のことを悪し様に言う手合いが数
多おり,人のことが羨ましいやら殿の覚えが目出度きようにと思案を回らせ聞
き苦しきことを殿のお耳に入れておりますのじゃ.ほんに先程申せしことはこ
んな訳あってのこと.嫉妬の女神は御殿の下女中という所で御座りましょうか
日も夜も分かたずシーザーの御殿から一歩たりとも外へ出ようとはせぬ.これ
はダンテが申しておることで御座りまする.嫉妬の女神はいつにても相手に事
軟くということはありませぬ.それにこの者はあまり利口ではないゆえ殊更二
た心あってという訳ではなく不断歌をものしておるためあれこれ構わず歌にし
つい心ならずも殿の卸不興を買う如きことを仕出かしたまでのことで御座りま
しょう.さにあらずとすれば『蕎夜物語』に『クレシダ』は誰か人に命ぜられ
36 比良俊典訳
何とも申し出を断り兼ねて書いたものに違いありませぬ.偽りなら殿に背いた
ことをかくまで悔んだりは致しませぬぞえ.ほんにこの者は昔の尊き方々が書
いたものを英語に直すに当り悪気から愛を見下して書いてやろうと思い斯様な
ものをものした訳では御座りますまい.理に明るき殿なればかかることをとく
と御心(告紬こ留め遊ばしてロンバルディアの暴君の如く,考うることは気僅
我債では叶いませぬ.苛も由緒正しき殿なら勘定方の役人風情とは違い気僅非
道は心するもの.陛下たるお方は人凡て臣,宝,金櫓の黄金とお心得あって民
を正しく治むることこそアリストテレスの言葉を侯つまでもなく尊きお務めか
と存じまする.陛下は諸々の大名方の国や下々との身の程の違いをお考えなさ
れませ.左様に陛下がなされたとて陛下のなされ方が理に適わぬ筈はありませ
ぬ.大名方が下々より敬われ崇め奉られるは理の赴くところ,陛下とまではい
かずとも現世は3)では神の如くに崇められておりますのじゃ.身の程に違っ
ておろうと陛下は富める者貧しき者を等しく扱い別けて賓しき者を憐れみなさ
るが宜しかろうかと心得まする.宜しゅう御座りまするか獅子も優しき心を持
ち合わせておりまする.蝿が一匹獅子を苛立てるカニ噛むかすることがあったと
して獅子は尾で軽く叩いて蝿を追い払いますのじゃ.獅子は弘き心もて蝿に仕
返しはせぬ.やくざな犬や他の荒気ない獣と違い陛下は陛下らしき心を現わし
給い諸々のことに手を控え真直ぐな杓子定規で秤って如何様な時も陛下てある
ことを忘れては叶わぬもの.と申すも殿が一言もロを利カ:せず一人の男を責む
るはよきなされ方では御座りませぬ.それではこの者も己れがことの申し開き
すら出来ずただ哀しき心に駆り立てらるるあまり形振りを顧みず殿のお裁きを
お侯ちする外,術はないによってすこしく御心を煩わせても殿のお顔は申すに
及ばず家来の答のこともお考え下さりますよう.この者のことで御座りまする
が格別死罪に問わるる程のことを仕出かしたとも思えませぬゆえ殿も今すこし
御心を和らげ言葉を掛け易く仕向けてやらねば不慨というもの.お怒りも重々
御尤もなことなれどそれは扱措き今すこしくこの者の申すこともお聞き入れ下
さりますようお願い申しまする.この者もこの者なりに智慧を傾けて殿に仕え
て参りましたのじゃ.筆を取り殿の教えを大きに進めて参りましたぞえ.この
者は歌の道には秀でてはおりませぬが,殿の御名を誉め称えて愛を知らぬ者共
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に喜んで殿の僕になるよう仕向けて参りましたぞえ.この者が書きましたもの
には『誉の宮』と言わるる本に『公爵の奥方・ブランシュの死』それに『百烏
の集い』もそれに違いありませぬ.これはそれ程知られてはおりませぬが『テ
-ベのバラモンとアルキタの愛』も書きましたぞえ.それに殿の祝日を称えて
ロンドや一つならずバラッドの型を用い聖歌を山程書きましたのじゃ.歌にて
は御座りませぬが普通の文(ふみ)にてボェティウスの『哲学の慰め』を英語に
直しました.それに『聖女セシリアの生涯』も書きました.また近頃マグダラ
のマリアに就いてオリゲネスのことも書きました.さればこの者は左様にひど
きお仕匿は受けずとも済みましょうぞ.この他にも短かき歌や話も数知れず書
いたことじゃ.
431-441.かく申すアルケスティス元はテッサリアの后じゃったが今では陛
下の后であるゆえ妾(宕ら)が殿のお情に槌りたっての願い,殿は神にても陛下
にても御座It雷)せば最早この者のことは何卒御折艦なさりませぬよう.この
者も誓ってそれも時を移さず唯今この場で二度と殿の錠を破ることは致します
まい.いや殿のお申し付けとあれば一生を愛に捧げた女御方,お望みなれば
姫,后は問わぬ左様な女御のことを書きまする所存なれば, 『蕎夜物語』 『ク
レシダ』熟れでありしか殿の御名を椀す如きことを申したなれど今度はその各
を取り戻し殿のお役に立ちましょうぞ」
442-454.時を移さず愛の神は応えてこう仰有った. 「其方(是な)が極めて
情に厚く予によう仕えて呉るることは前々よりとくと承知しておったのじゃが
冬も終り見るもの聞くもの凡てがこと新しゅうなってからというもの其方程予
のことを思うて呉れた女子はおらなんだ.されば予がこの国をまるう治めてい
こうとするなら其方の願いを無下に聞き拾つる訳にもまいるまい.その気がな
いことも言うを侯つまい.この者のことは万事其方次第じゃ.どうとも好きな
ようにするがよい.予は唯今この場にて凡てを水に流したぞ.よき物を贈るに
せよ情を掛けてやるにせよ早いがよい.さすれば貰う者も随分と有難がるとい
うものじゃ.これ其方もこの者がどのように事を運ぶ所存か思うてみるがよ
い.其方(そち)も輿の所へ参りお礼を申すとよいぞ」愛の袖まこう仰有った.
455-497.私は立ち上がって后の所へいき脆きこう申し上げました. 「お方
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様,天にいます神の報いがありますように.お方様のお執成しにて愛の神様の
勧勘気も解けまして御座りまする.剰えお方様のお取計いにて殿はこの先永く
生きて私をお助け下されたお方様のお人柄が一入よう判るよう,また凡てこれ
までと変りなくて相済むよう格別の思召しを賜りまして御座りまする.それに
つけてもこの度のことにて愛の神様に背き按を破るなぞ致すことになろうとは
いやはや思いも及ばぬことで御座りました.と申すのも真直な人間なら盗人の
やることに拘りは致しませぬ.真の愛の僕なれば私如きが仕出かしたことなぞ
とやかく仰有る訳はありますまい.仮令私が愛の神様に背いた人間を沓めたと
て真の愛の僕なら私が『クレシダ』や『香彼物語』を読むやら書くやらしたこ
とには却って味方を得たと恩召しあって然る可Lと存じます/I.元々かかる本
を書いた方が何を仰有りたかったかけ存じませぬなれど私の心算は愛の頁を高
め培うことに御座りました. 『クレシダ』や『曹夜物語』の悪しき例を徴覧に
入れて愛に背き罪を犯すことのなきよう識めたく存じておりましたで御座りま
する.私は斯様な心算で卸座りました」すると后はこれに応えて仰有った.
「最早左様な御託は聞き苦しいぞえ.愛の神様とて事の善悪は兎に角取って付
けた如き言い訳なれば聞きとうは御座るまい.これ,其方(芸な)も妾の言うこ
とをよう聞いてそこのところを了見するのじゃ.其方ほお許しを戴いた上から
は神様のお情に縁り神明にするがよい.で其方,神様に背いた罪滅ぼしに何を
なさるのか聞かしてお呉れでないか?今知りたいぞえ.そうじゃ.其方は生
きておる裡はこの先来る年も来る年も大方の時を掛け姫とて后とて苦しゅうな
い,一生を愛に捧げた善女の日出度き話を書くのじゃ.それにこの女御方の真
心を踏付けどれ程女性が辱しめらるるかひたすらこの道に励む不届きな殿御の
こともするがよい.遠慮せずとも今では其方方殿御の問では斯様なことは気散
じ程のこと.其方はさして愛に仕うる気はおありでないようじゃが愛は誉めそ
やさねば叶わぬぞ.妾が申した罪滅ぼしをするのじゃ.妾が神様に確とお願い
を致したゆえ神様は僕に言い付けて其方の力になり労に報ゆるようお計らいあ
りましょうぞ.いざ始むるがよい.いと易きことじゃ.その本が出来たら妾の
ためエルサムかリッチモンドにいますお后様へ参らすように」
498-534.愛の神は笑って仰有った. 「このお方はどのようなお方か,奥方
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か姫かはたまた后か伯爵の奥方か其方(そち)は分かるか?有難きことにこの
お方はこれという程の罪滅ぼしはせずともよいとの恩召しじゃ.が,まことは
これ程のことにては済まされぬ.今すこし骨身を削らねば済まされぬ程のもの
じゃ.されど優しき心には立ち所に憐れみの心か溢るるもの.このお方の人柄
は見たままじゃ.其方も見て分かろうぞ」私はお答えして申しました. 「はあ,
旨く申せれば宜しゅう御座りまするが私はこのお方様がどのようなお方か一向
に存じませぬ.されどいと思い遣りあるお方様ということなればとくと承知仕
っておりますで御座りまする」すると愛の神は仰有った. 「よくぞ申した.そ
の通りじゃ.其方もとくと思案すれば分からぬことはないのう.其方か胸に畳
んでおる本には雛菊に相を変えた予の后アルケステイスの徳を称うる話はない
のか?この方はアドメトスの代りに死に剰え地獄へ落つることを択Aだ程の
お方じゃ.それをヘラクレスが助けて地獄より連れ戻し仕合わせにしたアルケ
ステイスじゃ」私は答えて申し上げたことでした. 「ほっ.さればこのお方様
で御座りまするか名にし負うアルケステイス様は.私はこの方の花のお蔭にて
心が和らぐので御座りまする.このお力様のお徳なればこの世あの世執れにて
もとくと存じおりまする.お方様のお徳はアルケステイス様の卸名を確が上に
も高めて御座りまする.私はそのお方様が相を変え給うた雛菊の花には何時に
変らぬ慈しみを寄せておりますで御座りまする.それを憎からず思召してかお
方様には私を存分に庇って下さりました.お方様の徳を称えてアガトンも申し
ての通りユピテルの神がこのお方の相を星に変えたもまこと宣なるかなで御座
りまする.お方様の白き冠が何よりの証.またその冠に小さき花か数多ありま
す如くお方様のお徳は他にも数うれば数え切れぬ程御座りまする.お方様を忘
るることなく敬う縁としてシビュラの神が御覧の如く白き冠を戴いた雛菊の花
を造りそれにマルスの神は紅を添えてルビーの代りとなし白き冠の中に置き給
うたので御座りまする」
535-579.后は目の当り誉めそやされると慎ましいので心持お顔が赤らみま
した.この時愛の神が仰有ったことには「其方(そち)はバラッドで『アブサ。
ム,隠し給え黄金なす髪を人目から』こう歌った折り予の后を歌に入れ忘れた
は残念至極.其方は后には一方ならずお蔭を被っておろうぞ.后が愛に励む女
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性の鑑ということ其方知らぬ筈はあるまいに.后は気高き愛の道別けて后たる
者の生くる道守るべき諸々の錠を身をもって教えた程じゃ.それに気付かぬは
其方,その折りぼんやり居睡りをしておったためじゃ.今度は確と申し付くる
ぞ.其方が他の女子共の話を終えたらば予の后のことを『列伝』で話すのじゃ.
最早申し付くることはない.さ・らばじゃ.そうじゃ.この場を立去る前に今
すこしく其方へ申して置きたき儀があぞよ.まこと愛に励む女性は地獄なんか
へ落ちはせぬ.ここに居並ぶ女子共がいかなる女子か其方に分からぬ筈はある
まいぞ.この者共のことは其方がバラッドでも歌いおることじゃし其方の持っ
ておる本にも一人残らず出てくる筈じゃ.さればこれより其方がものする『列
伝』にもこの者共のことを忘れぬようにせい.予は其方が知りおる者共のこと
を申しておるのじゃ.ここに侍る女子共は二万とおるでのう,其方が知らぬ女
子も数多おろう.されど執れ劣らぬ善女揃,何があろうと愛の道には励む女子
ばかりじゃ.されば其方の思いのままにこの女子共のことを歌にしてみるがよ
い.最早日もそろそろ西へ傾いておる.予はこの者共を引連れ天の楽園-帰る
とするが如何なる時もこの麗しき雛菊には仕えて呉れよ.手初めはクレオパト
ラがよいぞ.さすれば予は満足じゃ.いざこの僕はどうか,この者がこれより
話す女子同様愛に只管励むさまを見ようぞ.其方は歌の道には秀でておらぬ.
されば予の僕達がものした如きことを歌に表わせようとは思わぬ.これ,皆も
お待ち兼ねじゃ.其方は予の老いたる僕達が扱うを喜んでおった話を手本に女
子共の生涯をあれこれ繰り返す程のことじゃろうがそれも詮ないこと.其方の
話を堪えて聞かずばなるまい.じゃがかかる話を山程する者は其方に限ったこ
とではないが心して手短かに致す,-ユ主よいぞ.でなければ-つ所にぐずぐずして
進まぬからのう」こういう神のお言葉を頂戴して私は本を取上げ神の意を充分
休しながら愛に身を捧げた貞女の話を始めることにしたのであります.
(昭和40年9月30日受理)
